
令和２年度 入学生

学年主任 林 征子

１年１組 １年２組
担任 青木 哲也 担任 樋口 華代

かやのき学級 １学年所属
担任 鏡味 厚志 薄葉 匡史
1101 秋元 大雅 1201 伊藤 惠人
1102 上田 匠真 1202 金森 慎
1103 菊地 俊也 1203 熊田 優生
1104 北野 璃都 1204 黒川 龍斗
1105 香西 咲哉 1205 佐藤 慶人
1106 小松 倫也 1206 佐藤 世成
1107 齊須 羚太 1207 佐藤ランダー
1108 佐藤 樹 1208 島田 啓多
1109 深谷 莉玖 1209 関根 駿
1110 吉成 紘斗 1210 関根 隼斗
1111 白石 優空 1211 出田 琉真
1131 岩谷 香澄 1212 渡辺 彪雅
1132 遠藤 琉那 1231 池田 莉央
1133 塩田 京歩 1232 大戸 初音
1134 菅澤 ゆり 1233 大橋 瑛麻
1135 添田 咲羅 1234 柿井 歩奈
1136 室井 花穂 1235 鈴木 美優
1137 渡部 優愛 1236 髙橋 美空
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